
平成 19 年 7 月 30 日 

 

 

大阪府都市整備部公園課府営公園グループ 御中 

 

 

泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）への意見書 

 

 

「大阪府パブリックコメント手続き実施要綱」に則り、泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対する府民意見が募

集されましたので、財団法人泉佐野市公園緑化協会としての意見を提出します。 

 

 

財団法人泉佐野市公園緑化協会 

理事長 山瀬 治               

 



意見提出用紙 

泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対するご意見・ご提言 

 

氏名または団体名 財団法人泉佐野市公園緑化協会 

住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 

連 

絡 

先 

電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 

該 

当 

項 

目 

■ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【０．はじめに】、【（１）泉佐野丘陵部緑地基本計画の背景】から 

「景観を重視した緑地の保全・育成・創造」および「計画段階から管理運営まで将来を見据えた継

続的な事業推進」を図ることが、２１世紀にふさわしい「新しいタイプの公園」であると表現されるのは

的確でないと思います。 

２０世紀時代の公園づくりでも、府職員の皆様方は、景観を重視し、また継続的な事業推進を心が

けられていたものと承知しております。 

２１世紀に相応しい「新しいタイプの公園」に求められるものは、もっと違うことではないでしょうか。 

公園は生きものなので、いつの時代にも新しいタイプが必要だと思います。ただ、ここで言ってい

るのは、“キャッチ”の意味もあって新しいタイプと呼んでいるのかと思います。 

むしろ近年の環境意識の高まりから「自発的に環境に働きかける」欲求を満足させ、環境との相互

作用の中で幸せに利用できる公園こそ、従来の公園には弱かった点を改善する「新しいタイプ」なの

ではないでしょうか。 

すなわち「新しいタイプの公園」とは「新しいタイプの公園づくり」であるとも言えるわけです。 

 

 〔締 切〕平成１９年７月３０日（月) ※必着（郵送の場合は７月３０日の消印有効） 

 〔送付先〕○郵送の場合 〒540-8570 大阪市中央区大手前２丁目 

大阪府都市整備部公園課府営公園グループあて 

○ ファクシミリの場合 ０６－６９４４－６７９６ 

大阪府都市整備部公園課府営公園グループあて 

      ○電子メールアドレス  koen@sbox.pref.osaka.lg.jp 



意見提出用紙 

泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対するご意見・ご提言 

 

氏名または団体名 財団法人泉佐野市公園緑化協会 

住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 

連 

絡 

先 

電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 

該 

当 

項 

目 

■ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【０．はじめに】、【（３）泉佐野丘陵部緑地基本計画検討委員会による検討】から 

学識経験者や地元関係者など６名からなる委員会とありますが、「計画段階から管理運営まで将

来を見据えた継続的な事業推進」を図るとする都市公園としては、委員会のメンバー構成をこれに

限ることなく、できるだけ多くの立場、意見を保有する人びとを巻き込む、開かれた委員会とするよう

お願いいたします。 

そのような委員会であれば、将来にわたって継続的に事業推進していく中核になると考えます。 

また、地元関係者と言われる中には、地元市町村職員を外すことはできませんが、市町村職員の

みの参加をもって地元総意が図れるという時代でもないと考えます。 

地元大学や地元在住の学識経験者、自然環境、里山、公園に詳しい協力者など多数居られます

ので、ご一考いただければと思います。 

 

 〔締 切〕平成１９年７月３０日（月) ※必着（郵送の場合は７月３０日の消印有効） 
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意見提出用紙 

泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対するご意見・ご提言 

 

氏名または団体名 財団法人泉佐野市公園緑化協会 

住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 

連 

絡 
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電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 

該 

当 

項 
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□ 0. はじめに 

■ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【１．全体テーマ】、【（１）テーマの設定】から 

１）立地環境の周辺環境資源として、「いろは蔵」とありますが、いろは四十八蔵と呼ばれた往時の

面影も今は数棟を残すのみです。これら「さの町場」の資源が周辺環境資源と位置づけられること

は、大変有難いことだと思いますが、計画地の麓になる、日根野、上之郷、土丸、別所地域の貴重な

環境資源が上げられてはいません。 

国宝、重文などに指定されている社寺仏閣や地域に残る伝統文化、眼下に広がる田園景観な

ど、周辺環境資源は無数にあるので、これらを計画に盛り込んではいかがでしょうか。 

２１世紀の新しい公園には、周辺環境資源との調和と共生が求められており、日根野、上之郷、土

丸、別所地域の環境資源は決して外すことが出来ません。 

また、周辺エリアは農林業が行われてきた場所であり、当計画地の景観も農林業により形作られま

した。だからこそ、その地形、工作物、技術などに地域の産業文化財的な価値を見いだし、これを活

用することが、単に営造物公園という枠を超えた新しい公園には大切なのではないでしょうか。 

周辺産業には、農業、林業を加えることも重要だと思います。 

 

 〔締 切〕平成１９年７月３０日（月) ※必着（郵送の場合は７月３０日の消印有効） 

 〔送付先〕○郵送の場合 〒540-8570 大阪市中央区大手前２丁目 

大阪府都市整備部公園課府営公園グループあて 

○ ファクシミリの場合 ０６－６９４４－６７９６ 

大阪府都市整備部公園課府営公園グループあて 

      ○電子メールアドレス  koen@sbox.pref.osaka.lg.jp 



意見提出用紙 

泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対するご意見・ご提言 

 

氏名または団体名 財団法人泉佐野市公園緑化協会 

住所または所在地 
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ご

意
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内
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大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【１．全体テーマ】、【（２）近年の社会潮流変化を踏まえた２１世紀型の公園づくりについて】から 

２）シナリオ型の公園づくりという表現方法からは、「シナリオライター（脚本家）＝行政」が、「演者

＝府民」にシナリオ（脚本）を読ませ、踊らせるという旧来の行政主導に通ずる公園づくりを懸念せざ

るを得ません。 

激甚災害に対するシナリオ型訓練では、住民にとってもシナリオ型の取り組みが功を奏しますが、

「２１世紀の新しい公園づくり」にとってシナリオ（脚本）は必要なものでしょうか。 

ここでは、「明確な将来像のもとで」話し合いながら活動を展開するとなっておりますが、「公園の将

来像をみんなで考える」ことについては言及されていない点が問題だと思います。 

住民参加時代の公共政策にとって、ここでいう「シナリオ」は誰が作り実行するのか、という本質的

に大切でデリケートなこの部分こそ、明確に定義されなければなりません。 

また、「シナリオ型の公園づくり」に代わる表現方法も考えてみてはいかがでしょうか。 
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泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対するご意見・ご提言 
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大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【１．全体テーマ】、【（２）近年の社会潮流変化を踏まえた２１世紀型の公園づくりについて】から 

４）地域の活性化等に役立つ公園づくりですが、地域のつながりは、府営公園計画により作られる

ものではなく、既に構築されております。 

既に構築されている地域のつながりに、大阪府または府営公園として参加、参画していく交流の

姿勢が２１世紀の新しい公園づくりにとって大切ではないでしょうか。 

府営公園の利用者は府民全体であり、場所柄、南部大阪都市計画区域に居住する府民が実質

的な利用者として想定されるでしょう。その場合、利用者がこの地域の文化に触れてもらい、地域が

もてなす中で広く府民の交流が図られることが、地域の活性化にもつながるものだと思います。 

現在、各地の府営公園から地域へつながるための方策を、積極的に模索されていることも十分承

知しております。 

地域活性化等の媒介に府営公園がなるだけでなく、府営公園も地域の仲間入りを果たし、地域課

題をともに解決していく主体的な一員、地域の一員となられることを願うものです。 
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進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【１．全体テーマ】、【（３）全体テーマ】から 

山の辺の「えん」 ～泉州の『いろ』と『こころ』～ と題した重要テーマを設定されていますが、その

山の辺の住民（泉佐野市民や泉州人）との「えん」を結ぶことについて、具体的には、どのように考え

ておられますか。 

また、「泉州のこころ」をどのように理解されておられますか。 

例えば、山辺の心とは、お客が来れば「端山（端山＝山の端＝里山）」から季節の色や味で歓待

する「もてなしのこころ」ではないかと思いますが、この基本計画（案）に、そんな里山と住民とのかか

わりが記載されていない点が気になるところです。 
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□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【２．３地区の目標像】、【（１）３地区の目標像】から 

公園づくりのドライビングフォースが中地区から始まると定義されるのは実質的でないと思います。

この基本計画（案）よりもさらに前のコスモポリス計画破綻の頃より、不法入山者を除く、地域の

様々な主体が、東地区、中地区、西地区、それぞれで活動をはじめています。 

また、古来より農業活動に伴う里山景観の保全がなされていたわけですし、どこが新しい公園づく

りの始まりであるとか、波及であるとかは言い切れない部分ではないでしょうか。 

府が公園施策として関わりだすのが、中地区からであるというのは理解できますが、ここは発想を

変え、東地区や中地区、西地区で従来行われてきた地域住民の活動を、新しい公園づくりにおける

先駆的活動として位置づける必要があると思います。 

さらに、「公園づくりのドライビングフォース」という言葉は、一般的には意図を正確に伝えきれない

と考えられますので、「地域の原動力・先駆的活動が公園づくりと融合していく」など、わかりやすい

表現を取り入れられてはいかがでしょうか。 
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泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対するご意見・ご提言 
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住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 

連 
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先 

電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 
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□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 
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□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【３．中地区の整備方針】、【（１）中地区の特性】から 

中地区が農空間であるとイメージできる言葉に棚田跡という表現があります。「農空間」をどのよう

にとらえるかは今後議論が必要であり、a.実際に農業が営まれている b.農の地形をよく残している c.

農の復活が望ましい･･･など、色々なレベルがあるように思います。 

例えば、大阪府が現在、府民意見を募集している「大阪府都市農業の推進及び農空間の保全と

活用に関する条例（仮称）」（案）における農空間の定義では、当計画地は、まさに農空間であること

から、当計画地においても、その農空間を保全活用することが、２１世紀の新しい公園づくりの重要

なテーマの一つになると考えられます。 

この基本計画（案）には、「農空間を保全し、活かす公園づくり」を定義してはいかがでしょうか。 

具体的には、今も利水されている向井池、谷口池や、奥山のため池から引かれている棚田跡地の

水利施設など、農空間を活かした新しい公園づくりがデザインに取り入れられなくてはならないでしょ

う。また、農業の営みを復活させる努力も必要であり、中地区の特性として、農空間であるという定義

は、先の展開にとっても不可欠なものだと思います。 
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電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 
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目 

□ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

■ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【３．中地区の整備方針】、【（１）中地区の特性】から 

特性要因図の中にある「視点場」という専門用語ですが、視点場は「視対象」とセットになっている

ので、何に対する視点場なのか、という点が気になります。 

海の方向、山の方向にと、「視点場」から視野が開かれていますので、例えば「大阪湾や淡路島に

沈む夕日の景」、「関西国際空港を離発着する飛行機の景」、「眼下に広がる上之郷の町並みと田園

の景」、「雄大な山々が連なる和泉山脈の景」などが「視対象」になると考えられます。 

また、地域からどのように見られるかも重要な特性要因の一つではないでしょうか。 
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住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 
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先 

電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 
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□ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

■ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【３．中地区の整備方針】、【（２）尾根筋丘陵地の景】から 

時代は、パブリックコメント（PC：意見公募）から建設の是非をも含めて協議するパブリックインボル

メント（PI：住民参画）の時代へと変わっています。 

序幕、一幕という初期段階であっても、行政が全てを整備する「フルメイド」の公園づくりという旧態

の公園整備はいかがなものでしょうか。 

行政主導をもって整備するパークセンター等の施設整備手法が必要不可欠であるという論理的

根拠は少ないと思います。 

基本計画（案）では、ハードの調査はよく行われていると感じますが、この里山にかかわってきた先

駆的活動などソフトの調査は行われていないと思います。把握されていたとしてもこの基本計画（案）

では触れられていません。 

ハード整備とソフト展開は両輪でありますが、ハード整備がない時代から、様々な主体がソフトを先

駆的に展開してきた当計画地において、如何なるハード整備が必要か、または不必要かの具体的

な事情をまず聴取されることが妥当ではないでしょうか。 
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電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 

連 
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電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 
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目 
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□ 1. 全体テーマ 
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□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 
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意
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の
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大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【３．中地区の整備方針】、【（２）尾根筋丘陵地の景】から 

＜４．利活用方針・イメージ＞に農業的営みを追加してはいかがでしょうか。 

新しい公園づくりの例として、棚田跡地では、「米を作る」など、脈々と続いてきた農業活動を導入

してみるのもいいでしょう。 

今までの府営公園では、梅や桃など農産物になりうるものを栽培していながら、収穫物を捨て去

り、活かしきれていなかったのが実情ですが、２１世紀の公園とは、それらを活かしきることで、地域活

性化にも役立つ公園なのではないでしょうか。 

２１世紀の里山公園とは農林業を積極的に行う公園であると考えられます。 
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大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 
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電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 
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項 

目 

□ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

■ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【３．中地区の整備方針】、【尾根筋丘陵地の景】から 

地域住民と協働する公園づくりが必要不可欠であるという時代です。この基本計画（案）の前か

ら、活動している様々な主体の動きを尊重された場合、序幕から一幕、二幕、開園にかけて書かれ

ている内容は、既に取り組まれてきた内容と大半が重複しています。 

この基本計画（案）から活動がはじまっていくのではなく、先駆的に行ってきた活動と今後の公園

づくりを早急に連携、融合させる取り組みが必要ではないでしょうか。 

また、序幕から多くの地域住民が参加できる場を保証されてはいかがでしょうか。 
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氏名または団体名 財団法人泉佐野市公園緑化協会 

住所または所在地 

〒５９８－００３２ 
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※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 
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項 

目 

□ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

■ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【３．中地区の整備方針】、【（３）向井池水辺の景】から 

ため池である向井池では、堤の保全や陸地化の予防のため、ヨシやハンノキ、雑木などは定期的

に刈り採られており、それらの活動が向井池の農業景観を維持してきました。 

このように脈々と続いてきた、向井池周辺の農空間の営みを整備方針に導入することが、全体テ

ーマである、山辺の「えん」を大切にするものであり、貴重な自然を守り、活かす、当計画地の場所性

を的確に表現するものでないでしょうか。 

また、序幕から作られる「ハーフメイド」の公園づくりが協働であるとのことですが、真の協働とは行

政も住民も公園づくりの主体的な一員となって、一緒に考えながら「セルフメイド」していくことではな

いでしょうか。 

こういった趣旨で地域住民によって行われてきた先駆的活動には、利活用方針・イメージに掲げら

れたものと内容が重複するものが多数ありますので、早急に連携、融合させる必要があると思いま

す。 
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意見提出用紙 

泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対するご意見・ご提言 

 

氏名または団体名 財団法人泉佐野市公園緑化協会 

住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 

連 

絡 

先 

電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 

該 

当 

項 

目 

□ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

■ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【３．中地区の整備方針】、【谷口池谷間（たにあい）の景】から 

序幕から二幕にかけてのイメージですが、学びの方策としては、序幕での取り組みに積極的に関

わることが重要になります。 

「フルメイド」「ハーフメイド」「ハンドメイド」「セルフメイド」といった概念はともかく、この基本計画によ

って人の動き方に固定感、統制感を与えるのではなく、公園づくりの主体となりうる、夢のある表現に

特筆し、地域やボランティアの原動力を誘発する工夫が必要ではないでしょうか。 

行政任せに立派な計画を作ってもらえばもらうほど、府民やボランティアの自発的な参画意欲は

低下していくものです。 
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 〔送付先〕○郵送の場合 〒540-8570 大阪市中央区大手前２丁目 

大阪府都市整備部公園課府営公園グループあて 
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氏名または団体名 財団法人泉佐野市公園緑化協会 

住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 

連 

絡 

先 

電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 

該 

当 

項 

目 

□ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

□ 3-1. 中地区の整備方針 

■ 3-2. 西・東地区の整備方針 

□ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【４．西・東地区の整備方針】から 

表現が大変質素であり、府民をはじめとする様々な主体が関わる意欲を損なうことなく、府と協働

しながら考えていく余地が残された素晴らしいものであると思います。 

しかし、［花のみち、光のみち、音のみち、彩のみち］など具体的な名称は、事業イメージを固定化

するもので表現しないほうがいいのではないでしょうか。 
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住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 

連 

絡 

先 

電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 

該 

当 

項 

目 

□ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

■ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【５．事業展開方針】から 

事業（財源投入）の事始めは中地区からというのは理解できますが、西地区、東地区で地域住民

によって行われてきた先駆的活動や、必要に迫られた活動を阻害するものではないことを明確にす

べきではないでしょうか。 

ご承知のように、当地は公園事業用地であるという行政的区分だけでなく、地域にとって貴重な自

然が残る里山であり、ある意味、放置森林であったことから、保全活動に取り組んできた先人達がた

くさん居られます。 

様々な主体により、既に行われてきた、先駆的活動が、今後の公園づくりと一体となり、よりよい関

係を築き上げるにも、真に協働する工夫をこの基本計画（案）で考えていきましょう。 

それにより、序幕、一幕、二幕で想定された年数より、はるかに早い、楽しい、協働の公園づくりと

地域活性化につながることでしょう。 
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□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

■ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【６．公園運営方針】、【（１）公園運営について】から 

１）参画型の公園運営の基本的仕組みは、一体誰が考えるのでしょうか。このあたりから多くの府

民や既存組織が主体的に関わるべきではないでしょうか。 

ここでは、運営会議主催の講座修了生で作るパーククラブが運営母体になると記されており、既存

組織代表者の運営会議への参加が保証されていないことなど、地域とのトラブルを招く要因があると

思います。 

地域には、各種団体や当計画地に関わってきた様々な団体、グループがあり、地域課題をともに

解決していく主体的な一員として活躍されています。  

では、ここでいう既存組織とは何を指しているのでしょうか。 

ここでは、公園を中核としたネットワークを構築することが大事なのではなく、府営公園も地域の一

員となるために、既存のネットワークに参加、参画させてもらうという表現や姿勢が必要ではないでし

ょうか。 

 

 〔締 切〕平成１９年７月３０日（月) ※必着（郵送の場合は７月３０日の消印有効） 

 〔送付先〕○郵送の場合 〒540-8570 大阪市中央区大手前２丁目 

大阪府都市整備部公園課府営公園グループあて 

○ ファクシミリの場合 ０６－６９４４－６７９６ 

大阪府都市整備部公園課府営公園グループあて 

      ○電子メールアドレス  koen@sbox.pref.osaka.lg.jp 



意見提出用紙 

泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に対するご意見・ご提言 

 

氏名または団体名 財団法人泉佐野市公園緑化協会 

住所または所在地 

〒５９８－００３２ 

大阪府泉佐野市新安松１丁目１－２３ 

電話番号（担当者名） ０７２－４７５－８７００ 
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電子メールアドレス info@hana-izumisano.or,jp 

※該当する項目の□に「レ」、または黒く塗りつぶしてください。） 

※ご意見の提出は１項目について１枚でお願いします。 
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□ 0. はじめに 

□ 1. 全体テーマ 

□ 2. ３地区の目標像と事業展開方針 

□ 3-1. 中地区の整備方針 

□ 3-2. 西・東地区の整備方針 

■ 4. 公園運営計画等 

ご

意

見

の

内

容 

大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【６．公園運営方針】、【（２）クラブの創設・活動展開の仕組み】から 

パーククラブ（仮称）やパークボランティアが公園運営手法に不可欠と考えるのは、府営公園政策

の全般で見られますが、既存の組織や地域のネットワークとも仲良くすることが府政にとって大切なこ

とであるし、長い目で見て持続的な公園運営に有意義なものであると思います。 

また、講座を開講し、修了生を一つの団体に押し込める必要も無いのではないでしょうか。府民や

団体にも、いろいろな考え方があり、活動を固定化していく必要はありません。 

府政においては、森林ボランティアの取り組みを進めている環境農林水産部に野外ボランティアと

の協働に対する蓄積がなされています。部局間連携の視点で環境農林水産部の意見も聞いてみて

はいかがでしょうか。府民活動推進課にも蓄積された内容がたくさんあるはずです。 

残念ながら、府営公園政策のボランティアに対する考え方は、環境農林水産部や、地域に密着し

た市町村からは何か違うように感じられます。 
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大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

【６．公園運営方針】、【（３）時系列に応じた運営展開について】から 

序幕の＜運営会議設立準備会＞に、この基本計画（案）よりも数年前から、当計画地において保

全活動に取り組んでこられた地域住民、団体、学校、学識経験者などが加えられることが重要だと思

います。 

仮に既存組織をこれらと想定した場合、時系列では二幕から登場と書かれていますが、本来、序

幕から登場してもらうべきではないでしょうか。地元には多数の既存組織があります。既存の組織だ

からこそ当初から力を発揮してもらうという姿勢が必要です。 

また、ここでいう「既存組織」、「学識経験者」、「等」とは具体的に何を指しておられますか。 

さらに、時系列の中でＰＤＣＡサイクルが取り入れられていることは大変素晴らしいことです。序幕、

一幕、二幕に書かれた内容が今後の展開に固定感を与えることなく、良い意味での変化を認める余

地を表現してはいかがでしょうか。 
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大阪府都市整備部が提案した泉佐野丘陵部緑地基本計画（案）に基本的に支持し、積極的に推

進されることを期待します。その上で、政策の実効性を確かなものとするために以下の意見を提出し

ます。 

 

全般的な表現方法について 

基本計画（案）の全体に言えることですが、わかりにくい表現、わかりにくい言葉づかい、わかりにく

い用語が多々見られるように思います。 

特に、「ソーシャルネットワーク」、「ドライビングフォース」、「フルメイド」「エクスプローラーパス」「ハ

ーフメイド」、「ハンドメイド」など、注釈を付記しなくてはならないカタカナ語は、府民にとって計画を

把握しづらくしている大きな要素であり、一般的な日本語で表現すべきではないでしょうか。 
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